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　　　　　　　　　緒　　書　　　　　　　　　　　　　　　　これらは一・定の膿境の『ド1二，1おから」，「ふすま一1お

　ある種の動物を感作す星，ことに」：り，虫として造iliL　　よび新鮮な野粟をかえて飼育した・・

ならびにリンパ系i謝1蔵器｝こ現れる病珊組織学ll勺変化，　　　　　　2）感作方法

細胞反応などについて，従来より数多くの研究がな　　　抗原としては，うし1血L清アルヅミン（Nutri｛i‘川a1

されてきた。一方，抗原の反復投与による長期感作の　　　Biocllelllicals　CorPorati‘川tl．　S．　A，ならびに，第・一一

楽験研究も行われ，木誹ll～では古くは古賀（1935）1）が抗　　　化学弾≦品製品）（BSA）を1阿いた（、

原として「カゼイソ」，「牛1飢清」を用いて脾臓の形跳　　　　感作はllL頭・桜林法12）に準じで，下甜の如く音波処

細胞様塩基性細ll包の増生，偽好酸球の禺現などを観察　　　理懸濁抗原液をf／1書成して1これコを用いた、，蒸溜水1紹

し，また久保・藤本（1939）2）は家兎に「拶ljアルブミ　　　にうし1血L溝アルブミン501昭を加えた溶液にAdjしlvant

ン」，「卵白」を非経1：1的に投与し，生体の虫要臓器の　　　としてArlaCel－A　（mamit：11QnQQIeate）　（AUas

病理組織学的変化の観察に加えて，i血L清学的検索をで；ナ　　　Chemical　Industries製品）｛｝．1紹と流動パラフィン

っている。近年，免蜘血L清学的研究の進歩はlilをみは　　　0．8認の割合で加えた混合液を作り，これをKMS　200

るものがあり，脾の抗体産生臓器としての重要惚の，　　　型音波発生装i霞走（久保田）を用いて，18〔》K砿10楡／躍

よりいっそうの解明が要求されており，岡林教授ら　　　の条件のもとに約15分間音波処理なほどこした。

3）－8）により三｝三に研究されている長期閲にわたる計画的　　　　感作は原只ijとして1週1回の頻度で，抗原懸濁液1

な抗原投与遷延感作実験の口的とするところは，慢性　　　紹宛家兎の固有背筋内に注身｝することによった・しか

疾患に基づく緒種疾患の病理発生の解明である。ある　　　して1回の感作錨：は，ほ黛うし111L清アルブミソ261脇

種の疾患の治療として摘脾が行われるが，摘脾後の　　　Arlacel－A　O・05η6・71鋤パラフィンO・42紹である。注

免疫学的反応に関する研究はWissler（1953）ら9，，　　　珊は反復して行うことにより硬結が生じた場台には・

Sahiar（1965）ら1°），　Blillkoff（1966）11）などによって行　　　その周辺部に場折を変えて行い，抗原の吸収を円滑な

われているが，その知見は米だ一致しておらず，摘脾　　　らしめた。

後の遷延感作による生体の反応の追求は，閏題解決の　　　実験動物は（表1）の如く，5群に分けた。即ち，

一助になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1群は摘脾1週間後に1吊：記抗原で感作した群，第1［

　今頂1の輿験では，摘脾後，うU血1清アルブミン感作　　　群は上記抗原で感1乍した群，第聾群は摘脾後未処i猷

による遷延感作実験な行い，生体の免疫反応の変化　　　の群・節W群は摘脾後1上記抗原のBSAを除いた温合

を，主として1虹液学的，免疫病狸学的に追求した。　　　　液で感作した群，第V群は．1二記抗原のBSAを除いた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　混合液で感作した群に分けた。第皿，IVおよびV群は

　　　　　　爽験材料および実験方法　　　　　　　　　いわゆる対照群である。

　　　1）爽験動物　　　　　　　　　　　　　　　　　　感作國数は原則として22凹とし，実験β｛数は153日

　雄の成熟家兎で体璽2．5陀炉前後のものを使用した。　　　から183日におよぶものが主で・100日未満のものも
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表　1　　　　　実　　　験　　　動　　　物
　　　　　　　（成桑奥家兎　　　♂，　イン1く重2500夢肩11修乏）

群　　　実　験　方　法　　匹数！1議（注射回数）

　　　　　摘　　脾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　164

戒　　BSA　5吻　　週11・ilガ已　　　　（22）
～い

@1蒸溜水　17彬　　　ICC　　g　l53
　　　　　Arlace1　A〔〕．1躍6　　背筋れi

作　　　　流動パラフイソ　0・8酩　　　　　　　　　　　83　　（11）

　　　　　燕1，諭水5？罷　週1回宛　18・

　　　　　　流動ハラフイン0．8η6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　178
　　　　皿摘　脾　　　　　　　　　6　91　（o）
　対　．＿．．．「一一、＿「．、『、＿、．，1　＿［＿FF．＿　　．國幽噛、一　』　　　．　．＿i．P．』．F

，照・
撃撃奄ﾞ苑灘陰：・II：一

　群　　　　蒸溜水　　珈6　　　　　週1回宛
　　　　V　Arlacel　A　o，1躍4　　　　　　1cG　　　　5　　　1｛11　　（22）

　　　　　　灘パラ。イン。翻背伽三

群ll bP　A・踊菰111い22・

糟干匹ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して観察し，リンパ球は大・中・小のものな・括して

　　　3）摘　　脾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記載した、，

手術はエーテルを用いた点1商麻酔の下に・左上伽夏　　抗体価：11【繭は，殻終感作1識1週後の階殺Illl：後の

縦切開で開腹して行い，1血L管の結紮ならび1こ創の縫合　　動物の心臓より採取し，－25°Cに保存したものを検

には絹糸を用いた。術後感蜘坊止のための薬剤は・手　査に先立1ち遠心非動化を行った。沈陶文応は0．05％う

術野の皮腐消毒以外にはいっさい使用しなかった。　　　　し1血購アルブミソ溶液を抗原とし，抗血清の揃釈液と

　　　4）検査方法　　　　　　　　　　　　　　　　　してはLO～1，5駕アラビァゴム溶液を用い，抗1血L清減

　検1血は，策皿，第V群については1辱1則として各感作　　　鑑による重層法で行い，沈降性抗体価を求めると共に

1輔1∫に行い・他群1よ摘脾lll鵬のもの11「・1を加えた。か　　平板法によるゲル内沈［1帳応を誠みた1棚。

くして注射前後の値の1越1に短期間に生ずる著しい一過　　　削検後の材料の固定および染色：動物はすべて空気

性の変動を避けた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　検1魯こより｝鰹殺したく，材料は10％フ・】ルマリン，なら

　採【血Lは耳翼の小【血エ鞠こメスをもって小切開を加える　　　びに糸1邑アルコール固定後パラフィン包塊切片として，

ことによって行い・覇前に14％硫酸’マグネシウム液を　　　ゴ三にヘマトキシリン・エォジン染色を，必要に応じて

用いて局部を清拭した。　　　　　　　　　　　　　　　　アズール・ギムザ染色工6），メチルグリーソ。ピロニソ

1血他鰻・被検物はNachdu・k・1・を除き，速かに　染色，鍍銀染色，アザン・マ・リー染色，諏ン・ゴー赤

最高濃度に達せしめるため約15分間約50°Cの温浴後　　染色を加えてヲ1｝1理組織学的桓藤に供した。

ザーリー氏色嚢計を用いて測楚した。

　1血L球計算：時計lllLならびに検定ずみのメランジ。、＿　　　　　　　　　　　　実験結果

ルは，すべてシリコン処理をほどこしたものを使用　　　　　1）血液所見

し，計算：はすべてThomaの計算板を用いて行った。　　　　　雛1群

栓球：14％硫酸マグネシウム液を用い，A・・n・bur一　　末梢赤血球総数は実験開始後1藏21尉まで釦血を示

ger法13）に準じて観察した。　　　　　　　　　　　し，その後軽度に恢復し，むしろ赤1血1球増多が651ヨ賊

　白血球百分比：血液塗沫擦木はギムザ染色をほどこ　　　まで続く。しかし再び貧血が約101：1問認められ、，後…
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時増多をみるが20日間ほどjl三’1伽二もどる。その後は　　　その臨1分比では，2（堀目近くと，10Q日』1近くの2

ゆるやかに増多の一途をたどり，160日目頃には平均　　　度にわたり偽好酸球が半数1こ逃する9

700×1伊ん3PIPI匹に達する。摘脾による赤lllθ求形態の変　　　　［nl小板総数は1｛〕F1カ、ら301訓1ぐらいまでがll壷も増争

化として，HQwe1卜Jolly小イ・1：，および的形功InL球ヵえ　　　し，その後は急激に減少していき，むしろlil三常より低

5｛｝ド1頃§三で藷明に・孜られるQ　　　　　　　　　　　　　　　　いイ直を示している。

　1血1色索盤はi夷験rl中好㌃んど変らないU　　　　　　　　　　　　鵜W群

　末梢白lllL球総数は31固間の減少をみた後，110　U前　　　　末梢赤1nL球総数は第1旺群とほ甥1ビ〔似した変動を示す

後まで徐ノζに増多を示し，平均100‘｝0，最高1500｛｝ん…　　　が，150FU・1頃からの急速な減少はみ．ら；｝iない。赤mし

に辻iしたもび）さえある、，その後は漸次1E常に4，どる、、　　　j求形態の変化では，　Howd1－J｛｝11y小イ右，的形功舶L球

　白血球百分比でば，60日頃から成熱偽好酸球がわず　　　がみられる⇔

かつっ増多して・r均60％近くに達する【，　　　　　　　　　　末檎削nl球総数は14511頃まで増多力『続㌫その後

　血小板総数は200口前後から40日頃にかけてll斐高値　　　減少する。

を示し，その後はゆるやかに減少していくが正常値に　　　　百分上ヒでは成熟偽好酸球が40日と8011附近で・時・｝1先

はもどらない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数を割るが、全般に優偉を示し，米期になると更に．増

　　第1［群　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多する。

　宋梢赤血球総数は30日前後に一・時的な1㌃血を刃≒す　　　　血小板総数は増多が続き・1011から30日頃が最も高

が，11「〔ちに恢復し，ほ増il常に復すゐが，1101！｝1頃　　　く，その後減少して70i1前後に・一」；1．li三常仙にもどる

より徐々に減少する、，庶般にわたり変化に乏しく，ま　　　が1再び1100頃塞で増勿し150日近くから減少して

た，正常範闘をあまり越えることはない、，　　　　　　　正常にもどる。

　血色素鍬は契験中殆んど変らない。　　　　　　　　　　　鎗V群

末1舶」血隊総数はf麟羊に比べ金般に低値で試ゐるが，　　糊∫赤1ω求総数｝」：601揃1姫150nl、噸に平均85Q

1501≡1前後まで増多し，平均9000，最高12000ん…1を　　　x10払・””のピークがみられる他はあま｝♪変動を示さ

数えるが，後減少して正常にもどる。　　　　　　　　　ないし、形態的にも変化に乏しい。

　白1佃求百分比では，40日日頃の初期には1婆北熱偽好酸　　　　末梢1知1血L球総数1よ3Q日頃まで減少した後1次第に増

球が多いが，白lnL球総数が増多を示すに従いリンパ1求　　　多していく。百分比も偽好酸球が如％近くを上下して

が約3週間ほど変動の三k体を占めるようになる。併　　　おり，全期間を通じてあまり変動しない。

し，その後8〔》～9011頃鴇び偽好酸球が50％近くまで多　　　　血小板総数は2叫ヨ1傾まで増多し量その後は急返に

くなり，以後次嬉に減少しリンパ球がこれに代りjE’常　　　滅少して罵常にもどり，この状態な維持する（爽2）ロ

にもどる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　　括

　」血L小板総数は，201三日」頃まで急速な増多をみた後，　　　概観すると、末棺赤血球総数は爽験期間を通じて感

ゆるやかに上昇して70「lLl前後で平均165×10↓，最高　　　作群の方が対照群に比べて低く，変動の時間的な差異

230x104ん鼎，となり，その後は徐々に減少L、第1群　　　は第正［群に最も罫く現れ，第1群は第1i群に比べて変

と類似した経過をたどる。　　　　　　　　　　　　　化がかなり畢期にずれている（図1）。

　　第皿群　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤1佃求の形態の変化は，摘脾群にオ5いて，HQwdl

　末梢赤1血球総数は摘［膵後よりあまり盆血をみずに増　　　一」。liy小体ならびに的形劫1論L球の出現が5｛｝1二1頃までみ

多がおこり，4011旧頃平均800x10亮ん””。近くに達し　　　られる。

た後，901羽i頃まで減少してわずかな貧血をみる。し　　　　i血L色素盤は：金1三1数を通じて各群共に時閥的変化を示

かし増多なはじめて1501…1頃まで700x104ん”1”3近く　　さないが，感作群の方が対照君羊よりも低く量しかも摘

な維持した後，急速に黄血に向うQ第1群でみられた　　　脾群の方が5％ほど高くなっている（図2）・，

ように赤エ血L球形態の変化として，H（⊃well－Jolly小f1‘，　　　　末櫓白」血球総数1よ射n旺群を除いてほ冥140～150日目

ならびセこ的形動’血球が現れるのは，70日日ぐらいまで　　　まで増多の傾向を示すけ第皿［群にみられる1〔101二9近く

著り1である。　　　　　　　　　　　のピークも考えに入れるならば，各llゆ変動の時間的
　末梢白」ω求総数は6000／、。・，，・近くを上下しているが，　　なずれは，およそ，第皿L節1，舞瓢群の順となる傾

80日から100【ヨの間｝こ平均1bOOO／‘，湖冨余り｝こ達した　　　向がみられる（図3）。

後，急速に正常にもどり，16｛順日頃再び急激な増多　　．　百分比で成熟偽好酸球の変動をみると，概して摘脾

をみる。　　　　　　　　　　　　群のフ∫が摘脾しないものよ1）も強も3～4避傾か
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表　　2　　　　　　　　　　　　感f乍・各・期におけ　る　）に1；爾」鼠拍L〕求姜女

　B　　　　昇匙　．日鼻ミ　；・惑

基悪績董績作

璽　窒量普量「1』！1

（π幌）　　（π～6）　　（η6）　数

　　0　　0　　　0　　0
　　0　　　　　0　　　　　　0　　　　　0

　26　　0，05　、0，42　　　1

　52　　0．1　　0，84　　　2

　78　　0。15　　1，26　　3

104　0．2　 1．68　
・1．

130　　0．25　　2．10　　　5

156　　0，3　　　2，52　　　6

1820．352，947
208　G．4　 3．36　　8

234　　0，45　　3．78　　9

260　0，5　 4．20　10

286　　0，55　　4．62　　11

312　【）．6　　5，04　　12

338　　0，65　　5，46　　13

364　　0．7　　　5．88　　1．4

390　　0，75　　6，30　　15

416　　0，8　　　6．72　　16

442　0．85　7，14　　17

468　　0．9　　　7，56　　18

494　　0．95　　7，98　　19

520　　1電0　　　8．40　　20

546　　1，05　　8，82　　21

572　　1．1　　　9．24　　22

　　　　　　〔｝　　　0　　0

　　　　　　0　　　0　　0

　　　　0，05　　0．42　　　1

　　　　0．1　　　0．84　　　2

　　　　0．151．263
　　　　0．2　 1．68　 4

　　　　0．252．105
　　　　0．3　　　2．52　　　6

　　　　0．352．947
　　　　0．4　　　　3．36　　　　8

　　　　0．453．789
　　　　0．5　 4．20　10

　　　　0，55　　4，62　　11

　　　　0．6　 5．04　12

　　　　0．65　　5。46　　13

　　　　0．7　 5．88　14．

　　　　0，75　　6，30　　15

　　　　0．8　　　6，72　　16

　　　　0．85　7，14　　17

　　　　0．9　 7．56　18

　　　　0，95　　7．98　　19

　　　　1，0　　　8．40　　20

　　　　1，05　　8，82　　21

　　　　1，1　　9，24　　22

　　　　　　ウ　　初　　　　赤　　白　　．血　　体

1群；IHb糠1峨
l　N・・数％（1・・（1．0註　　（10墨　　（多乙）

　　　　　　　　　一12　　75　　547　　114　　108　　2960

　　　　　　　　　　0　　71　　617　　　66　　113　　2780

　　　　　　　　　　6　　75　　657　　　80　　128　　2670

　　　　　　　　　　12

　　　　　　　　　20

　　　　　　　　　28

　　　　　　　　　35　　77　　575　　　72　　186　　230｛，

　　　　　　　　　42　　76　　739　　　61　　118　　2160

　　　　　　　　　48　　75　　676　　　82　　136　　2100

　　　　　　　　　58

　　　　S　　　　61　75　　623　　128　　142　　2530

1　1　707680793133260｛）
145

　78　　77　　846　　62　　117　　2720

84、

91

　97　　79　　724　　　87　　n8　　2880
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生を認めるが活性化を示していない。　　　　　　　　　に比較しや凝大きい、組織掌的に濾臆！は軽度の腫大意

　n）骨髄：骨髄は増生を示し，髄索の頼粒球系細胞　　　示しているが，胚種中心IJ瀦｝んどが類、L皮細胞型で，

は全般的に成熟型が多く，赤1血L球系細胞は笛皿群に比　　　1謝辺のリンパ球層との境界も不明瞭でlllll予様物質の沈

較すると幼若細胞が多い。骨髄i測亥球は数的に増力ll　　着も誌められ，周辺リソパ球層にもRusseU小体肋議罵

し，殆んど成熟球である。形質細胞は毛細管周辺｝こ少　　　の形質細胞が存在する、、その他少数例であるが捗数の

数認めるのみである。また2例に膠様髄を認めた。こ　　　リンパ芽球，細網細胞の増滋三が認められ，そのも部砿

れら膠様髄の部では未熟脂肪糸哉間に滲出液がみられ，　　　核破片の軽度の風食のある反応型と，　リンパ蜘求の増

散在的に未熟頼粒』求系細胞，少数の成熟頼粒球，米熟　　　生はあるが滲出機転のみられるll藍噛塑4，存白1する、、赤

赤血L球系細胞，成熟骨髄巨1亥球が集団を形成しながら　　　脾髄索の細胞は1に増鷹している細網細胞であり，血

散在している。また，所々に形質細胞もみられる。た　　液細胞は減少し成熟偽好酸球が散て【iしているのみで，

父骨髄1互核球が少数の偽好酸球を貧食している像は膠　　　洞内には少数の形質細胞を認める、、融1血L像は強く，へ

様髄例にしかみられない。また，洞は狭く，腔内のlnL　　屯ジデリン色嚢4，かなり認めら，1！為，

清蛋白が多い所見も認められた。　　　　　　　　　　　　　ii）リンパ節：検常したもの1よ，ilとして腋窩部のリ

　iii）腎臓：群中の3例に糸球体にアミロイド沈肩が　　　ンパ節であり，その濾胞は「賠度のlil巨大な示すが，胚陣

みられた。即ち，著明に沈蒋しプこ例では糸球体メサン　　　中心はll‘　型が二kで稀に反応型をll｛姻）範摯髄常には形

ギウムに淵澗生に，また一淋1翻犬にH－・E染色駒1　質細胞を轍に、溜・，その中にはR・鮒ll小1耕多劇，

で淡エオジン色，・ウゴー赤染色で赤色のアミ呵ド　みられる．洞び）細綱細胞の増・k。謝1雛二比べ獅i獅

がみられ・そのため酬謄係蹄．1波はll秋しているの　li蚤度である，一嬢に軽1斐の鰍搬球のll燃がノ．励

もある。また，ボー一マン氏嚢内に血清蛋白を16：溜して　　　る例もある，

いるのもある。1隆度の病変としては，局在して結節状　　　　iii）’ド1’髄；骨髄は轍度の増ノ1三なぷし，　i滅して頼粒

の糸球体メサンギウムにおけるアミロイドの沈潤であ　　　球系細胞が多く，これらは成熟球が多い，、震た，赤lnL

る・これらはコンゴー赤染色で赤色，アザン・禰　 球系細胞も第1群よ・移く，骨髄巨核球と煽二かなリ

リー染色で淡青色を呈する。その他，少数の偽好酸球　　　成熟球が多い。形質細胞は礁細管1，周辺に少数認める

が毛細管係蹄に認められる。尿細管上皮の変化はアミ　　　が，第1群に比べ非’滑に少い、，

ロイド沈着の特に著しい例に硝子様変性を認めた以外　　　　iv）腎臓および肝臓：1鋤諏Lのみられ濫，例もあるが博

薯変はない。皮質静脈周辺には殆んどの例に軽度の形　　　変がない。た縞腎糸球体飛細瀞係蹄に少数の偽好酸

質細胞の浸潤もある。また，腎禰粘膜下にアミロイド　　球を認める例がある。

の瀦しているものが瑚ある・　　　　　　・）1構・1群胴様謝・酬囎腸描的に拡弓疑
　iv）肝臓：全般的に欝血肝であり，星細胞の軽度の　　　し，時にはリンパ球，偽好酸球の漫潤を伴う肉芽腫な

腫大を認めるが，特に腺腫様増生とか，貧食能が充進　　　形成している。

している所見はない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛】［［群

v）肺臓：胴包道より月il鞄にかけて所々ll醜毛蒲階　　i）リンパ節・濾胞1よ轍刎歎砺・し一1｛1鼻帥心

の嚢状の拡張，罰粒によっては類上皮細胞，異物巨細　　　は反応型で，核破片を貧食した細綱細胞とリンパ芽球

胞よりなる肉芽雄を認める。これは第皿，酷および　　よりなっている。髄索には著変がない。

V群にもみられる所見である。　　　　　　　　　　　　　　ii）骨髄：髄索の細胞数は第1，第H群に比べてか

　　第皿群　　　　　　　　　　　　　　　　　なり少く，その各細胞系では赤1血L球系翻i胞が！顕執球系

　i）脾臓：脾璽最は平均2．躍で，対照群の平均1・躍　　　細胞より多い。また，ヘモジデリンの貧食が第1，鉦

　リソバ濾胞の分類に応用した小野の分類18）は，

　　反　応　型：中心淡明巣の拡大と，ここに核崩壊物の多少の増加，細網細胞の腫脹および増殖、、

　　障　害　　型：滲出現象，細網細胞の腫脹と増生が著しく，核崩壊も増強して中心淡明巣は広い。’」、uンバ

　　　　　　　　球の集積する暗環層に対する限界は鋸歯状。

　　大食細胞型：障害型の一推移で，核崩壊物を多量に含有する大食細胞の出現が著しい中’心限界不整、小リ

　　　　　　　　　ソパ球の中心への漫潤，血管網の消耗。

類上皮細麟 b繍謙蛎築蹴旺i胞ま欄錘㈱胞の求蝋・辺綾・の小・・嚇・潤

網状型 蜍ﾁ嚇羅膨でヒせる糸ロ繍繍状携轟多州肖轍性物質轍・少
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　　　　　　　　　　第1群

図1　　　　　　　　　　　　　　図2
・　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閥鴫，

図3　　　　　　　　　　　　　　図4
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図5　　　　　　　　　　　　　　 図6
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図7　　　　　　　　　　　　　　図8
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図　9

　　　　附図説明　　第　1群
図　1：末梢血1に認められたJolly小体。　　　　　　　　　　　　　　S－175　　ギムザ染色　　×900
図　2：リンパ節　　濾胞の胚種中心が著明に腫大し，細網細胞，リンパ芽球の増生が著明である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（反応型）　　S－146　　H－E染色　　×250
図　3：リンパ節　　濾胞の胚種中心は拡大しているが，核破片が，やx多く，周辺リンパ球層が狭い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（障害型）　　S－157　　H－E染色　　x250
図　4：リンパ節　　髄質は髄索に形質細胞を中等数認めると共に洞細網細胞の増生も認める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S－180　　H－E染色　　×400
図　5：骨　　髄　　幼若赤血球系細胞がやx優勢を示している。　　　S－156　H－E染色　　×400
図　6：骨　　髄　　一部骨髄に認められた膠様髄。　　　　　　　　　S－117　　H－E染色　　×400
図　7：腎　　臓　　糸球体のメサンギウムに主にアミロイドの沈着を認める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S－145　　PAS染色　　×400
図　8：肝　　臓　　星細胞の腫大を認める．　　　　　　　　　　　　S－117　　H－E染色　　×400
図　9：肺　　臓　　肺胞毛細管の拡張を伴い，類一［波細胞，リンパ球よりなる肉芽腫を認める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S－156　　H－E染色　　 x400

第II罧

図10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図11

図12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図13
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図14

　　　　附図説明　第II群
図10：脾　　臓　　白脾胚種中心には類上皮細胞と，その間に滲出現象を認める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（類上皮細胞型）　　S－122　　H－E染色　　×250

図11；脾　　臓　　赤脾は欝血と脾髄は主に細網細胞の増生を認める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S－122　　H－E染色　　×400
図12：リンパ節　　濾胞は障害型である。　　　　　　　　　　　　　S－123　　H－E染色　　×250
図13：リソパ節　　髄索は少数の形質細胞を認め，洞細網細胞の増生は軽い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S－122　　H－E染色　　x400
図14：骨　　髄　　願粒球系細胞がやx優勢である。　　　　　　　　S－122　　H－E染色　　×400

第III群

図15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図16

図17

　　　　附図説明　第III群
図15：リンパ節　　反応型の濾胞。　　　　　　　　　　　　　　　S－175　H－E染色　　×250
図16：骨　髄　ヘモジデリンの貧食が著明である。　　　　S－164　H－E染色　x400
図17二腎　　臓　　糸球体毛細管に血栓を認める。　　　　　　　　　S464　H－E染色　　×400
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第IV群

旛　　　　　　　　　　　　　　彊　　　　　　　　　　鱒　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監

．擢望劃己
図18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図19

　　　附図説明　 第IV群

図18：リンパ節　　洞細網細胞の増生は殆んどみられない。　　　　　S－163　　H－E染色　　×400

図19：骨　　髄　　ヘモジデリンの貧食が著明である。　　　　　　　S－162　　H－E染色　　×400

第V群

図20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図21

　　　附図説明　第V群
図20：脾　　臓　　欝血を示し，且，赤脾髄に認められる多数の頼粒球系細胞、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S－178　　H－E染色　　×400
図21：リンパ節　　髄索，洞共に殆んど変化がない。　　　　　　　S－160　H－E染色　　×400
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群より多い。　　　　　　　　　　　　　瞥係蹄に血栓が形1戊されているのは摘鵬，ゆみであ
　iii）腎臓1糸球体・酬11筍係蹄中にlfiL楡をll多成してい　　　る。第1群と笛］［群との讃．．異はリンパ節，［剛臓共にそ

る腎が1例に認められる以外に著変がない。　　　　　　の胚種中心の変化が，第1群では米だ感作に対して反

　iv）肝臓：黒細胞の軽度の腫大な認めるが，牲に寅　　　応を示しているのに対し，弟皿群では長期感f／1…のため

食f彪の活｛生化ウよ・み，られない。　　　　　　　　　　　　　　　　　に既に疲弊している像な量豊している、，まノこ，骨髄の1順

　v）川il臓：著変がない亡，　　　　　　　　　　　　　　　　　粒球系に対する摘llllしの影響はむしろ尤進しているとは

　　第IV群　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いえないf象である。．U．，功血」求系細｝泡は非’梢上6Lの変1助

　i）　リγノ節；濾胞々1姻じ台斐の腫火を示し，胚種中心　　　を物居るように，第1群，館ill群，第1V群では，第

砿反地型で！1寺にいわゆる第三三次結節・し11忍められ，細網　　　　】L　V群セこ比べむしろ未熟球が少く，成熱赤ll【L球が多

細胞のー貧食も著明である。髄索には少数の形質細胞を　　　い像を示している。一…方，形鷲細胞の反応14浸澗は米

1，忍めるが，第】．，ll群にみられる剰ll網糸lll胞の増生は金　　だ1）ンパ鰍脾臓，’il・髄一ii寄臓共に鵜lll羊0）方がやX

く認めず，細網細胞の疎なのが糊：改的である。　　　　　　強いといえる所見に撞した（、表5）ζ、

　ii）骨髄：対照群の第ll［群より髄身ミ中の細胞数1よ多

く，また，細網細胞のヘモジデ1」ン貧食は第Ill群と同　　　　　　　　　　　　考　　按

じf．∠認めるQ類粒球系細胞は赤1血球系糸田1泡より優i位な　　　　成1；醜家兎の赤血球数は蓋キ研究卸9）一助に，．1；り卿少異

iLiめ，」．L，かなり多くなっている、，形質細胞々」：糠1少数　　　るが，およそ5｛〕｛｝～550xlOL／、，”。rであり，季節的オ¢変

であるが認められるp　　　　　　　　　　　　　　　　　　動も少い，，卵由による遷処感でノドな打い，末櫓lnL所見

　iii）腎臓：間質1削∬醐辺にリンパ臨あるし・はll須　　の変動をしらべた争色Ull（1956）23）・中，ll5（1957）24），中島

細胞の浸潤が2例にみられる以外に嵜変がない。　　　　　（1960）25）の報告するところによると，赤1血止球系は感f乍

　iv）肝臓：星細胞1よll駒良1に腫大しているが活性化　　　回数を重ねるにつれて漸次貧【血がお1二り，毎在1田はま

はない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た，白lnL球数は70日llil後から増歩をはじめ1100口を

　v）肺臓：肺胞毛糸【il管の局llll的な拡く張を裾めるが，　　　過ごすと急激にその数な増すといら。鈴木（1961）26）は

その他の著変はないゆ　　　　　　　　　　　　　　　　比較的初期にみられる釜乳ln嘘溶1飢性黄1血Lによるもの

　　第V群　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とし．てこれを鴻求し，また，河合（1～〕57）27）は感作中lllj

　i）脾臓二館lf【Lで濾胞は軽度の腫大を示し。反応型　　　（155　m以降び）造血機能不全による赤血球の藩明な減

の胚種中心が殆んどである∩赤脾洞内にはヘモジヅリ　　少と，臼1血L球の増夢を述べている。　方，溶1側生連鎖

ン蝕のSPlen・cyt・4、多数みられ，また1赤鵬餅1　球菌による遷延感作を行った森（1960）26）によると，感

には幼着な顎粒球系細胞～』認められる、、　　　　　　　　作後…・時的に増加するが，末期（15〔｝日）では貧1血Lを示

　ii）リンパ節：皮質濾胞は反応型で、皮｛1£細網細胞　　　している。うし1血購アルブミンを用いて感作を行？た

の貧食は第W群ほど著しくはない。髄索には形質細胞　　　本粟験では，劾【血L球系の蜘鮮よあまり著朔でなく，感

を認めるが，対照群全般にいえる洞細網細胞α）増生は　　作のみ行ったものにあっては逆に増多の傾向がみら

殆んどみられない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ，しかも一・般にU三常値よりもや工高い値ご示す，，ま

　iiD骨髄：願粒球系二｝δよび赤血球系細胞は多数rl9め　　　た，摘脾後の赤［f田求異常として従来より報告されて

られるが，対照群に共通してみられるヘモジデリンの　　　いる｝h，well－Jolly氏小fイ；，　Ilb台成の1騒的に不ノ己全な

禽食は第W群より薯しい。　　　　　　　　　　　　　的型赤1飢球の出現を第1群，嬉皿群，鯛鴨挙にみた。

　i。）腎臓・1例の1，償悶｝振小数のリンパ球，形飾ll　N・・gdiら（1930）29）1よ　1鋤脈枝醐嗣一ること｝嫁っ

胞の浸潤を認めるのみであるQ　　　　　　　　　　　　て動脈1血L流を阻止しても，摘脾の場合とII引弟にオく櫓1虹

　V）肝臓：韓度の齢⊥血Lがみられる。　　　　　　　　　の変化を惹起し，赤1血L球，白lnl球が玉競多し，　Howell

　iv）肺臓：局在1戯こ肺胞毛細管の拡張をみる。　　　　　－Jolly小体をはじめ赤芽球がL1立つことを述べてい

　　小　　括　　　　　　　　　　　　　　　　　　る・
　対照群と比較して感作群にみられる審ゆ1な変化は，　　　　1血L色薬は季節により影響な受け、夏季には減少する

リンパ節，脾臓共リンパ濾胞の胚種中心の動きと，細　　　というが19），各群共にjE’諦な範闘を越えず変動も少く，

網細胞の動きであり，骨髄では骨髄鳳核球系，頼粕球　　　全般に感作群のプ『が低く1そのうち摘脾を加えたもの

系，赤血球系に数的な差異とヘモジデリン貧食の低下　　　鼠方が高い。卵白感作にみられるような漸減現象は認

を認める。腎の第1群に認められたアミロイド沈着　　　められない23）－25）27）。

は，他群には企くみられなかった。催，糸球体毛糸Ill　白血球数のF沖　澗による蜘よJack・。・ら（1°30）2°）
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によって述べられ，午後2時に最高値を示すという。　　　好酸球よりもリソパ球であることを請叡が報告してい

察験は概午後行ったが，白血球総数は日を追うに従っ　　　るm）3°）。森は偽好酸球が減少し形質細胞が末梢に撫現

て増多する傾向を示し・160日頃より減少しはじめ　　、した時に，矧白1血L病反応を箆忍めている、，数齢，丹羽

る・正常家兎の白面L球百分比では三1殺を瀕芝ずるのは偽　　　（1928）30）は採血に1祭し耳翼にキシロール，エーテルな



1溺1号　　（1969）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔i3－（6：｝）

頻繁に使用すると，白．血球数，ことに偽好酸球数が増　　　兎では卵白アルブミソ投与の1易台と同様に10｛｝日前1麦

多することを報告している。本実験では感作のみかま　　　までは沈降性抗体の著しい上昇をみ，以後は次第1こ減

た1よ摘脾のみ行ったものでは，諸家の述べる如くリン　　　少していくという。多田はまた，沈降側…抗休の蝿：とlllL

パ球％の：方が偽好酸球のそれよりrし，商値を示すが，摘　　　球凝集索価との間に．は必ずしも平行関係を認めなかっ

脾したものに惑作を行うかまたはAdluvantを与えた　　　た。大川（1964）35）1・二よると・抗原のlnLlllからの消費過

群では，100日hより成熟偽好酸球％の方が高くなっ　　　程を1瓢・BASに」：．）て検盛した結果から，抗原の一・

ている。感作のみのもの唱よ偽好酸球の増減は，；15よ　部が組織に糸r恰される第1櫛抗原瀕il織で’破壊され

そ1ケ月のずれをもって森の場合とほゴ類似の経過を　　　　る第2相，抗体により抗1京が排除される第3相の過程

たどるが，摘膵を加えたものでは次第に増加してい　　　は約13日としている。

く。末梢」ntへの形質細胞の｝｝現は多田（1⊆｝63）al）の例と　　　　岡林（1960）鋤や，ン1ヒ条（196　L）37）も沈降λ史応は5｛｝～

同じく，極めて少い。　　　　　　　　　　　　　　　1〔｝0日間に鍛高に1盤し，100日を過ぎると勉速に下降す

　遷延感f／1時の1血L小板の変化は森によると35～5511に　　　ると述べ，また，小泉（1965）38）は血清のγ・一グロヅリ

ピークを示し，非期には」E常値近くなると述べてい　　　ン催工は筋半と後半で2椒性の高γ一グロヅリンinL症を

る。一方，脾臓とlllL小板との間に嶺接な関係があるこ　　　示すが，前者では組織に形質細1胞様細胞，やX遅れて

とが古くから知られている。Steinerら（1931）32）は蟹　　　形質糸lll胞が増加し，第2イIBIの高γ一グロブリンinL症の

兎に種々なr術をほどこし，術後の，1血L小板数の上列を　　時にはリソバi封‘球様細胞，次いでリンパ芽球，リソバ

検索したIPで，摘脾による上昇ガ最も回水準に達する　　　球の増生を示すとして・第2相の時はむしる小リンパ

ことを報魯し，京た，Fisher（1931）33）はノ＼について　　　球の増加をあげている。本実験ではうしlllL濾アルブミ

1。1様な糸、裸を得ている。卿・鋼（1934）…も1轍網　ン（11】26初感作1・よ・，，ユ8・噸・斗ξ燭い幽1プ・；

察をなし，摘脾後にみられる末梢1血L小板数の増多畳よ，　　　体価を示しているが，一一：方摘1陣を加え．たものにご）いて

脾のもつ骨髄機能制御の能ソコが失われるためではな　　　は1600前後であるにもか鼠わらず・前群に比べかな

く，脾のもつ血小扱破壊能が失わ牙した敢1果，流血中の　　　り低い値を示している。摘膵が抗体塵盤に攻II何に影響

」血L小板の蓄積が坐ずるためであることを報告してい　　　をおよぼすかは，詔家によってその見解が未だまとま

る。本実験においても各群共に1血L小板数の」昇をぎた　　　っていない。Blinkoffはマウスにノ）いて，抗原投与

すが，単に摘脾のみ行ったものは一一時的な」：潟の1麦，　によ鵬臓は急速にその．継を増しその重鑑曲細よ

漸次減少に向うのが観察され，紅織学的｝二未熟‘円’髄1鉱　　　1111L中の抗体産生に反応つ騎るものであり・摘脾によりIflL

核球の増加はなく，むしろ成熟球の増加が認められる　　　濡いの抗休価は低ル・値をとるが，γ一M抗体とγ一G抗

ので，』血L小板の脾による過剰の破壊が摘脾で央われた　　　休の割合には変イヒを示さないと述べ，また，Roweley

か，血小板破壊に対する自己抗体産生の場が失われた　　　（1950）39）やWisslerもラットについて摘脾により循潔

のか不明である。これに反し，感作群にあっては脾臓　　　中の抗付‘麗生が抑制されるという見解をとっている

の有無にかエわらず高値を示し、しかも二の値が持続　　　が，抗原を腹腔内に投・与した場含は，この現象がみら

しており，感1乍の1血1小板変動への影欝が火きいことを　　れないという。象兎の脾臓をX線照鮒によって機能を

物謡るが，いずれもゆるやかなド降の傾向を示してお　　　破壊一1庸ると，伽円）t体が低下することが誌められてい

り，非感作群のそれとは異り，河1127）のいう」こうな　　　る（」acobsQnら，　U｝5（｝10），195241））。更に5色疫血清学［1繊こ

300日近くの蟻期感作の後にくる，造1血職能不全に」；　　みると、lt路脾承兎においてはγ一M抗体巌生は変りな

る極度の減少へと向う徴候とも考えられる。史にま　　　く持絨す為にもか凡わらず，γ心抗体産生がみら才しな

た，末梢血球数ならびに」血小板数の変動については，　　　くなり（Davidsohl1ら・196442））・マウスではγ闘M抗

時闘的に摘牌のみのものが最も皐く反応が雌高調とな　　　体魔生が弱まるという（Adler・196543））。　Kβa「neyら

り，次いで摘脾感作群，感作群の順となる傾向がある　　　（1965）44）も象兎摘脾後の抗体産生1坂下の見解をとって

ことは先にも述べた。　　　　　　　　　　　　　　　　いる，　・方，Sahiarら10）は1商脾尿兎に齢いては，．llり

　燈延感作寂兎における抗休嵐生についての検索は古　　　いっそうの抗体価の上列を報f辱し，通常7－S抗体‘㌃成

くは久保の論文・）にみられ，沈降索ll1liは卵蜷延感f’1・　をlll捲する6－MP（6－・・erc・pt・Pu・i・・）の自旨加鏑脾

で漸次低下すると述べ，また多田の論文31）によると，　　　により逆に阻止されることを述べている。

うし血清アルブミソ感作象兎では投与抗原量が1回　　　以上の如く，いずれにしても抗体産生に関する摘脾

300㎎におよぶと，流血中の抗原過剰状態のため抗体　　　の影響については，爽験動物抗原の質ならびに量，

の出現が全く誌められないのに反し，100㎎投与の家　　　および接種部位によりそれぞれ影響を受けるものであ



　｛〕1－（6・り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　偏州医謡，㌫　嬉i8巻

り，一概に決めてかLるわけにはいかないが，本実験　　　小泉3賜・二よると，感作621」蜜で1頴塾ll、多成の状態で，82

にみられたように摘脾群の抗体低下をよ1淀される。　　　　「1以降は低形成となると報告している、，

　病理組織学的所見としてリンパ節，および脾Ill畿σ）　　　うし［血1清アノレブミン投与時の腎臓の変化は，オ原

紅織学的変化を生検を反復して動的に追求した藤田　　　（1966）5輪・二よると．．Lとして非常に軽い糸球体の変化

（1963）鮒の報告によると，抗原ならびに感作力法が異　　　で，その変化の解釈として，（1）感作した抗原が気辱に

るにもかエわらず，岡林（195・1ンゆがすでに述べた如　　　糸球体に沈耽した後に抗体と反応し．て病変が現れノ1二

く，感作グ）経過につれて変化がほ冥一定した順を追う　　　か，（2）抗原抗fイ‘物質がこの部｝こ沈着したか，（：｝）み

ことを明らかにしている　川ち一lqり1に漿液｛fll炎また　　　性物質と獄って病変硯1占したか，の…点から考犠し，

牒液滲出糸職菖虫解炎にはじまり，感1’1・酬～の細鱗　（2）伽f能鵬，酸している、諒た，w。噛ら（19鋤

生を一kとした機能几燃1過形成其腋経て，大fミ細j包，　鋤暇徽［読削賄に」こ砺醜の・｝職触に1肌て，投

細線維の増加と共にliil織猷）萎縮，硬化に甑るという。　　　与・抗原のll』1タ朱性よりも抗休1叉応の強さを煎視してい

また，リ己膚テ（1962）d7）｝こ．kると1慮月包力～革とも大きく≦変ル多力～　　　る，、1吊」イ木36）ぺ51瑚lil（1963）50）け：」鑑延！惑f乍11壇こ．糸』求で本の汚置

糊とな帽劇微が最ら姻嫡の嚇1’ド221似1愛　闘・膨化，荊ヒ膿骸症（糸球f粥炎），類榔螺変
36111の間であり，10〔｝日前後では｛劇泡は減少し，小形と　　　i生，頬澱粉変性0），硬化肥厚鰹な，また間質にllj形翻1

なり1200旧以Lになると濾胞数はますます減少し・　　　胞浸潤，骨髄化性，類澱粉変焼，硬化加ど｛忽めてい

脾内のリンパ鵬髭囎しく1腿するという・本‘撒で　る調様嗣・，｝1燃1’1澗i‘疑1，咬化ご陪糸瑠、

1よ遷延感作後の所・｝己であるので・岡林び’鰍的免疫反　に，（…2～12・liには綱ミf樺1燃の1肥厚と共に，41細管

応の疲1蜘1に属するぴ増あつて，感作嚇σ）｛川：リ　破の変i・1鵡齢（いる。即ち，伽蛸撫賦髪僻チ

・パ1鮪が1牒・盟，ならび蜘」波糸［II胞撫1・1で・反　炎I　B・11の撫糸球欄炎骸化舳1！｝ているdlゴく

応型は稀であり，1醐覧後感作した群で騨f‘雛比べて　畝幅謄1腹腔内湖授腎｝二1轍謝臨淑）1ρ1・し，

反応型を…す例が多い・ヲ彪質細泡はリンパ節傾血齢濾　この出蹴枷1醐板応に直1欄連させ㍍と繍鯉

胞周辺にみられるが，摘牌群の：方が多く誌められる。　　　のように述べている、，そして彼は韻澱粉II1｛の出現す菰，

この細胞は感作の経過につれて増加し，50～80H琢｛で　　　例の沈降索［1：の低いことな指摘している，、

頂点に達した後鰍減」睦示すという（輔韻1螂　　織験では類灘｝ll鋤鱒後感1・1・，睡の嬬め窺、

48’，川！・195749’，藤11145’）・徳［【5劇｛ホ1【∫lllL略腺二　るが，二・聯の沈1制dケ’［：1椰iが低い・）と1蜘1がある・）

幡～1・0％みられるカミ・組織の形質糊包拠㌫に比べ極　かも知ヒない、，

めて少いことを述べて、いる訓弓灘鞄が期鯉1三嘲　　一搬に憾個1簡・・いてはすでに1噛な感作の融

逃するであろうことはEhrichら（1949）50）によって　　　しの後の抗体雲星，生組尉曳が疲懲した像を示しているが、

鱗されているが，L・d・cら（1968）5D劇多鮒1泡中　これ砒べ揃・陶眈た群の所凱仁，感作儲け翻・

の抗体の悌’について電「顕蹴醐いてくわしく検　の鵬彗澱掴1たために抗伽眺繊茂が灘砒べ，

索し成細須欄σ）すべてが抗体を鮪するとごよか　いっそう不撫1鯛躍応せざる麟ないためカ、また、

ぎらず，時に応じて勝・しいずれのもの眺ずる・・とを　期礎馴莫！じ砒醐外の繍｝崇のい伽）掘〔に対

論じており・また・沈陶‘klプ淋齪1三が細醐1須糊包　する抗鯉1窒生細包を徐々に揃｛生化するためか，リンパ

数に必ずしも比例しない騨盤はヲ野52）のいうように，　　　節はむしろ米だ機能：1t進性の変イ圏ドしている、しか

木撒の捌群と剃群の組織像蹴鰯1と砒較力・　し1躰形齢著しく低下しているのは，膵1琳・）｛，

らもいえることであり・抗休ク“ガリンの形癬馳か　つうしlflL清ア・げミ痛t体灘醐しく大きいこ枕

ら［fl購への放出を藪説したい．　　　　　　　刀峻いζいる．、

　感作家兎の骨およ』び骨髄の変化について」燃d9㈱）

53）はliド細に検索しているが，これらは脾およびリンパ　　　　　　　　　　　　　結　　語

節と同撫経働たどり一｝封枷細酪系の轍・がみ　11脚・より感1’1・に・け姓腋応が女【11，∫嘆化す，：、

られるが㈱縣が特1こ著朋で，』醐に峨‘1膨瀞　か弘糎酬・、1醐後，うし儲アル，ブミンによ之1，

いが，15川以降になると’胃燗蜘麟般に増・たる未　概感f乍捕・漁享夜物，艘槻酬1りに麟した、、

熟細網細胞の増生が日立つという。河合27）や森2呂）はま　　　（D　l血1液学的には摘脾による血液学的変動（1隆度

た，粗懸化，線維化，肉芽腫様細胞浸潤をあげている　　　の犠粒球増多，赤血球増多，Howell－J（，Hy小体こ｝δ」：

が・本突験では認められず，、わずかに第1群の2例に　　　び日り形赤血球の麗｝E，1血1小板の一時的増多）に，感作

膠様髄を謝めた。また，卵白による遷延感作の骨髄は　　　によるi愈L液学的変動q『｛粒球の増多後減少，軽鷹の貧
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［血L，1血L小板の増多）が加わった所見を呈した。　　　　　　　　　910bulill　Sequellce　I・Arre5t　by　6『MercaptoP”

　（2）　沈降性抗体fliliは訓三摘脾群に比べかなり低い値　　　　　urine　alld　Resdtutloll　by　Allt：ibody・Allti鼠en

を示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　or　Splenectomy，　J．　Immun．，95：345，1965、

　（3）　病理組織学li勺所兇として最も強墨の現れたの　　　11）131hlk（，ff，　R，　C．1γ…M　alld　7’一（｝Antibodies　h1

は，リンパ濾胞と糸ll1網醐1泡の動きであり，摘脾後感作　　　　　Mice；Tlle　RCSpol1Se　to　S　Adelaide　and　tile

群ではむしろ未だ感作に対し反応する組織像に接し，　　　　Effect〔，f　Sl）lenectOmy，」．　Imlコum，97：725，

このことは騨臓の抗体産生の楊としての役割が如何に　　　　　1966．

大きく，，i1．，長期感作に対し脾｝1磯が存在している時は　　　12）桜林武成：”Adjuvant超1、：波処理”に」：る効果11勺

組織学的に疲態力～速かにくることを示した。　　　　　　　　　な1惑作法，㌶1報　木霊1モで処埋した卵白の11111
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